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小
峯
和
明
著

『
説
話
の
言
説

-
中
世
の
表
現
と
歴
史
叙
述
-
』

竹
　
村
　
信
　
治

本
書
は
、
〝
説
話
の
言
説
〟
を
　
「
語
る
行
為
(
物
語
)
」
　
(
=
「
特
定
の
主
題

(
単
一
で
は
な
い
)
や
話
型
に
も
と
づ
く
叙
述
」
)
と
「
説
く
行
為
(
説
示
)
」
(
=

「
そ
れ
を
対
象
化
し
て
解
釈
し
批
評
す
る
意
味
づ
け
」
)
と
の
相
関
か
ら
な
り
た
つ

言
語
行
為
(
叙
述
)
と
見
、
そ
の
相
関
か
ら
表
現
が
生
ま
れ
、
「
口
頭
の
語
り

と
書
か
れ
た
筆
録
と
が
相
互
に
有
機
的
に
か
ら
み
あ
う
、
そ
の
表
現
の
あ
り
よ

う
に
こ
そ
説
話
の
言
説
が
問
わ
れ
る
」
と
す
る
(
一
七
頁
)
。
た
だ
し
、
本
書

の
論
述
は
物
語
論
に
い
う
物
語
内
容
、
物
語
言
説
、
物
語
行
為
の
全
体
に
お
よ

び
、
対
象
も
い
わ
ゆ
る
説
話
の
領
域
を
越
境
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
書
は
、

説
話
を
ひ
と
ま
ず
の
窓
口
と
し
て
中
世
の
言
語
空
間
に
分
け
入
り
、
〝
言
説
〟

の
語
に
物
語
内
容
、
物
語
言
説
、
物
語
行
為
の
全
体
を
合
意
さ
せ
る
こ
と
で
、

中
世
言
説
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
を
発
掘
、
開
示
し
よ
う
と
t
た
も
の
と
評
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
〝
言
説
″
を
め
ぐ
る
問
題
構
制
は
ひ
ろ
く
人
文
諸
科
学
の
研
究

領
野
に
浸
透
し
、
い
ま
や
個
々
の
研
究
成
果
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
主
体
の
関

心
と
は
別
に
、
〝
言
説
研
究
″
　
の
名
の
も
と
に
集
約
、
組
合
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ

う
だ
　
(
も
ち
ろ
ん
そ
れ
に
つ
れ
て
　
〝
言
説
″
概
念
の
拡
張
、
曖
昧
化
な
ど
の
問
題
も

出
来
し
て
い
る
)
。
評
者
も
か
か
る
問
題
構
訓
、
展
望
に
関
心
を
よ
せ
る
一
人

だ
が
、
こ
の
数
年
、
そ
う
し
た
〝
言
説
研
究
〟
の
成
果
を
と
り
ま
と
め
た
〝
日

本
言
説
図
解
大
事
典
″
と
い
っ
た
著
述
の
出
現
を
夢
想
し
て
い
る
。

〝
日
本
言
説
図
解
大
事
典
″
　
-
、
じ
つ
は
こ
れ
は
昭
和
三
十
年
代
後
半
に

ま
と
め
ら
れ
た
r
国
語
国
文
学
資
料
図
解
大
事
典
」
(
全
国
教
育
図
書
株
式
会
社

刊
、
上
巻
=
昭
和
3
7
年
1
1
月
、
下
巻
=
昭
和
3
8
年
1
0
月
)
　
を
も
じ
っ
た
命
名
な
の

だ
が
、
岡
一
男
・
時
枝
誠
記
両
氏
の
監
修
に
な
っ
た
該
書
は
、
I
国
語
二
一
一
豊
川

生
活
(
A
言
語
一
般
、
B
言
語
、
C
言
語
生
活
、
参
考
編
)
、
Ⅱ
環
境
基
礎
(
A
日

本
の
自
然
と
暦
法
、
B
生
活
・
思
想
・
慣
行
、
C
政
治
、
D
交
通
・
通
信
、
E
軍

事
・
司
法
・
警
察
、
F
社
会
・
経
済
、
G
衣
・
食
・
住
、
H
建
築
・
美
術
・
工
芸
、

I
芸
能
、
1
記
録
・
文
書
、
K
趣
味
、
参
考
霜
)
(
以
上
上
冊
、
四
七
一
頁
)
、
Ⅲ
日

本
文
学
史
(
A
古
代
文
学
I
、
B
古
代
文
学
Ⅱ
、
C
中
世
文
学
、
D
近
世
文
学
、
E

近
代
文
学
)
、
Ⅳ
実
践
資
料
編
(
A
国
語
科
教
育
一
役
、
B
国
語
科
の
教
育
計
画
、

C
国
語
科
学
習
指
導
法
、
D
学
力
と
評
価
、
E
学
習
指
導
の
実
際
、
F
資
料
、
G
教

材
、
参
考
資
料
)
(
以
上
下
冊
、
四
六
八
頁
)
を
も
っ
て
な
る
。
そ
し
て
上
冊
冒

頭
「
編
集
趣
旨
」
に
は
、
「
単
な
る
教
授
資
料
図
書
と
し
て
で
は
な
く
、
現
在

の
国
語
・
国
文
学
の
業
績
の
水
準
を
示
す
に
足
る
も
の
と
し
た
い
」
、
「
国
語
・

国
文
学
を
隣
接
諸
科
学
と
関
係
づ
け
た
広
い
視
野
に
お
い
て
捕
ら
え
た
資
料
事

典
に
す
る
こ
と
が
、
本
書
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
」
と
あ
る
。

こ
う
し
た
試
み
の
二
十
一
世
紀
版
、
つ
ま
り
は
「
国
語
国
文
学
資
料
」
を
言

説
資
料
と
捉
え
返
し
、
「
隣
接
諸
科
学
と
関
係
づ
け
た
広
い
視
野
に
お
い
て
」

な
さ
れ
る
言
説
研
究
を
も
っ
て
し
た
領
域
横
断
的
な
　
〝
日
本
言
説
図
解
大
事

典
″
、
こ
れ
が
評
者
夢
想
の
中
身
な
の
だ
が
、
こ
ん
な
夢
物
語
を
あ
え
て
披
露

す
る
の
は
、
小
峯
氏
の
　
「
説
話
の
言
説
」
が
「
国
語
国
文
学
資
料
図
解
大
事

典
」
　
の
視
界
(
そ
れ
は
玉
上
琢
弥
氏
「
源
氏
物
語
評
釈
・
別
巻
二
」
　
の
「
評
釈
事

項
索
引
」
項
目
表
を
努
賀
さ
せ
る
も
の
で
も
あ
る
)
　
を
継
承
し
、
こ
れ
を
言
説
研
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究
へ
と
転
回
さ
せ
、
夢
を
現
実
化
す
る
上
で
共
有
さ
れ
る
べ
き
ビ
ジ
ョ
ン
、
対

象
資
料
の
広
が
り
、
言
説
分
析
の
手
法
、
中
世
の
言
語
観
や
諸
観
念
お
よ
び
特

徴
的
な
諸
言
麦
、
言
語
事
象
に
つ
い
て
の
理
解
な
ど
を
明
瞭
に
提
示
、
提
供
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
本
書
に
つ
ね
に
立
ち
返

り
、
事
例
を
加
え
、
補
注
を
書
き
込
み
、
章
立
て
を
拡
充
し
、
上
代
・
中
古
・

近
世
・
近
代
を
対
象
と
す
る
言
説
研
究
(
近
代
の
そ
れ
は
近
年
の
カ
ル
チ
ユ
ラ

ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
語
実
践
の
ほ
か
、
こ
の
六
月
に
急
逝
さ
れ
た
花
田
俊
典
氏
の

仕
事
(
r
太
宰
治
の
レ
ク
チ
ュ
ー
ル
L
 
r
清
新
な
光
景
の
軌
跡
　
-
　
西
日
本
戦
後
文
学

史
　
-
　
」
な
ど
)
が
一
つ
の
範
を
示
し
て
い
よ
う
)
と
の
連
携
を
も
は
た
す
こ
と

で
、
い
つ
の
日
か
〝
日
本
言
説
図
解
大
事
典
″
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
は

ず
だ
　
(
そ
れ
は
書
物
で
は
な
く
T
・
H
‥
不
ル
ソ
ン
r
リ
テ
ラ
リ
ー
マ
シ
ン
J
　
(
一

九
八
一
)
　
に
い
う
〝
ト
ラ
ン
ス
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
″
(
い
ま
見
て
い
る
テ
キ
ス
ト
中
の

箇
所
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
プ
レ
テ
キ
ス
ト
を
参
照
す
る
も
の
)
の
手
法
を
駆
使
し
た
ハ

イ
パ
ー
‥
ア
キ
ス
ト
の
形
を
と
る
こ
と
に
な
ろ
う
が
)
。

「
幻
化
虚
偽
の
夢
中
の
妄
想
」
、
こ
れ
は
小
峯
氏
が
r
沙
石
集
」
を
引
い
て

看
破
し
た
　
〝
言
説
″
な
る
も
の
の
正
体
(
八
・
九
頁
)
だ
が
、
本
書
に
領
導
さ

れ
て
な
る
ハ
イ
パ
ー
‥
ア
キ
ス
ト
〝
日
本
言
説
図
解
大
事
典
″
は
、
我
が
国
の

「
幻
化
虚
偽
の
夢
中
の
妄
想
」
の
相
関
と
展
開
を
開
示
し
、
言
説
と
と
も
に
あ

る
わ
れ
わ
れ
自
身
を
兄
い
だ
さ
せ
、
わ
れ
わ
れ
を
あ
り
う
べ
き
新
た
な
言
説
創

造
へ
と
向
か
わ
せ
る
契
機
と
な
ろ
う
。
そ
の
具
体
相
は
す
で
に
本
書
中
に
示
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
本
書
が
か
か
る
研
究
の
　
〝
未
来
記
〟
と
し

て
そ
の
展
望
を
拓
き
、
指
針
た
り
え
て
い
る
点
、
特
に
強
調
し
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
叙
上
は
本
書
の
　
〝
言
説
研
究
″
と
し
て
の
意
義
に
焦
点
を
あ
わ
せ
て

評
し
た
も
の
だ
が
、
説
話
研
究
上
の
意
義
に
つ
い
て
は
贅
言
を
要
せ
ず
、
各
章

の
基
礎
稿
が
す
で
に
斯
界
で
定
評
を
得
た
論
考
で
あ
る
と
こ
ろ
に
そ
れ
は
証
さ

れ
て
い
よ
う
。
説
話
研
究
の
歴
史
へ
の
批
評
は
第
5
・
1
8
章
の
ほ
か
折
に
ふ
れ

て
開
陳
さ
れ
、
こ
の
四
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
小
峯
氏

な
ら
で
は
の
今
日
的
課
題
が
挑
発
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
説
話
集
テ
キ
ス
ト
中

心
主
義
を
解
体
し
、
説
話
語
り
の
生
態
、
認
識
論
的
機
能
、
空
間
的
歴
史
的
作

用
な
ど
を
資
料
に
即
し
て
実
体
的
に
解
読
し
て
、
そ
こ
か
ら
中
世
の
言
語
宇
宙

(
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
)
　
に
肉
迫
す
る
こ
と
、
概
括
す
れ
ば
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
提

案
の
要
と
目
さ
れ
る
が
、
本
書
で
は
、
そ
れ
ら
が
I
　
「
説
話
の
言
説
」
、
Ⅱ

「
説
話
の
表
現
」
、
Ⅲ
「
説
話
と
注
釈
」
、
Ⅳ
「
説
話
と
歴
史
叙
述
」
の
四
部
全

2
1
章
を
も
っ
て
実
践
さ
れ
る
。
調
査
閲
覧
資
料
の
幅
広
さ
、
ま
た
、
そ
の
中
か

ら
古
人
の
息
づ
か
い
、
情
感
、
思
考
を
聴
き
取
り
扇
み
取
る
聴
力
眼
力
、
精
緻

な
読
解
を
通
じ
て
資
料
中
の
言
葉
の
力
を
航
活
し
、
古
人
の
相
貌
、
声
、
身

体
、
時
代
の
観
念
、
感
性
、
思
潮
を
汲
み
上
げ
掘
り
下
げ
再
現
し
、
読
む
者
に

中
世
の
時
空
を
垣
間
見
さ
せ
体
験
さ
せ
る
筆
力
、
そ
の
一
々
は
小
峯
氏
の
著
述

に
親
し
ん
で
い
る
者
の
よ
く
知
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
は
本
書
の
も

の
で
も
あ
る
。

評
者
に
と
っ
て
特
に
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
Ⅱ
「
説
話
の
表
現
」
Ⅳ
「
説
話

と
歴
史
叙
述
」
に
小
気
味
よ
く
論
述
さ
れ
る
説
話
集
論
、
r
平
家
物
語
」
論
、

r
太
平
記
」
論
。
説
話
集
論
や
個
別
の
テ
キ
ス
ト
論
に
収
束
す
る
研
究
は
氏
の

繰
り
返
し
否
定
、
拒
否
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
れ
ら
の
各
部
各
章
で
の
論
述

は
、
氏
の
い
う
〝
言
説
″
分
析
(
=
読
み
=
物
語
内
容
・
物
語
言
説
・
物
語
行
為

の
分
析
)
を
も
っ
て
し
た
各
説
話
集
、
「
平
家
物
語
」
、
「
太
平
記
」
　
の
テ
ク
ス

ト
解
読
(
=
生
成
)
と
し
て
一
際
光
彩
を
放
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
こ
の
二

十
年
の
説
話
研
究
は
た
し
か
に
「
説
話
集
中
心
の
テ
キ
ス
ト
論
か
ら
媒
体
と
し

て
の
説
話
言
説
論
へ
の
転
換
」
　
(
三
六
九
頁
)
を
果
た
し
た
が
、
「
媒
体
と
し
て

の
説
話
言
説
論
」
は
新
た
な
「
説
話
集
テ
キ
ス
ト
論
」
を
可
能
に
し
た
と
い
う

こ
と
か
。
氏
の
喋
尾
に
つ
い
て
新
た
な
説
話
集
論
を
め
ざ
し
た
い
。

(
二
〇
〇
二
年
六
月
　
森
話
社
刊
　
三
九
五
頁
　
五
八
〇
〇
円
)




